様式第５号の２（第５条の２関係）

温 泉 採 取 許 可 申 請 書

年　　月　　日

福井県知事　　　様

住　所

氏　名
 eq \o\ac(◯,印)
（法人にあつては、主たる事務所の所在地、名称および代表者の氏名）
温泉源から温泉を採取したいので、温泉法第１４条の２第１項の規定により、次のとおり申請します。
	温泉の利用の目的
	

	温泉の採取場所

（源泉の所在地）
	（泉井番号第　　号）

	温泉採取開始予定期日
	

	源　泉　の　状　況
	温　泉

所有者
	住所
	

	
	
	氏名
	

	
	口径・深さ
	口径　　　　　　 ㎜
深さ　　　　　　ｍ

	
	動力装置の状況
	

	
	温泉湧出量
	自噴時　　　 ℓ／分
動力時 　　 ℓ／分

	温泉井戸の状況（屋内

にあつては、その理

由を記載すること）
	屋外　・　屋内


(注)

１　申請者（申請者が法人であるときは、その代表者）が自署する場合には、押印が不要である。
２　この申請書には次の書類を添付すること。

⑴　法人の場合は、登記事項証明書

⑵　採取地を明示した位置図（縮尺１万分の１の位置図に採取地点を朱書きすること。）

⑶　設備の配置図および主要な設備の構造図

⑷　温泉の採取のための施設の位置、構造および設備ならびに採取の方法が温泉法施行規則第６条の３第１項各号または第３項各号に掲げる基準に適合することを証する書面

⑸　設備の設置の状況を現した写真

⑹　温泉法施行規則第６条の３第１項第１号に規定するメタンの濃度の測定結果書の写し

⑺　温泉法施行規則第６条の３第１項第２号ハに規定するガス排出口が同項第３号イまたはロに掲げる場所にある場合にあつては、同号に規定するメタンの濃度の測定結果書の写し

⑻　温泉の採取に伴い発生するメタンの量の測定結果書の写し（可燃性天然ガス発生設備の構造上等の理由によりメタンの量を測定することが困難な場合を除く。）

⑼　採取時災害防止規程

⑽　温泉を採取する権利を有することを証する書類

⑾　申請者が温泉法第１４条の２第２項第２号から第４号までに該当しない者であることを誓約する書面


























































































